
 

７ 

 

 

 

 

 

第１章 

清水町の現況と課題 



 

８ 

１．清水町の現況                         

 ○ 清水町の概要                                   

【位置】 

本町は静岡県東部に位置し、西は沼津市、東は三島市、北は長泉町と接しています。また、東京か

らは約 100 km 圏内という立地です。 

町域は東西に 2.7 km、南北に 4.54 km、面積は 881 ha であり、県内では最も面積の小さな町

となっています。 

■ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地勢】 

町の中央を南北方向に日本一の湧水量を誇り名水で知られる柿田川が、東西方向には狩野川が流れ

ています。その他、町の西側の沼津市との行政界を黄瀬川が、東側の三島市との行政界を境川が流れ、

市街地の中を柿田川など、清流が流れる環境があります。また、狩野川以南の地域は、本城山や徳倉

山など緑豊かな山々に囲まれています。 

本町の標高は、最も高いところで 256 m（徳倉山）、最も低いところで 2.9 m（徳倉矢崎河川

敷）、市街地の大部分は 15 m 前後の平坦な地形となっています。 

北部を横断する(都)中央幹線（国道 1 号）と、柿田川、狩野川により、町域は東西南北の 4 地域に

区切られています。 

 

【気候】 

本町の平均気温は 16.5 ℃前後、年間降水量は 1,600 mm 前後であり、温暖な気候に恵まれた地

域です。 
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【まちづくりの動き】 

年 ▲：都市計画   ■：整備・開発等   ●：その他 人口規模＊ 

明治期   

 明治 17 年（1984） ■玉川、新宿、伏見、八幡、長沢、柿田、堂庭、久米田、戸田、畑中、的

場、湯川の 12 村が集まり組合村となる 

 

 明治 22 年（1889） ■上記 12 村に徳倉村を合わせて清水村となる（現在の清水町の形） 3,909 人 

昭和 30 年代   

 昭和 35 年（1960） ■徳倉橋（現橋梁）開通 

▲都市計画区域に編入（町全域：884ha） 

 

 昭和 36 年（1961） ▲都市計画道路 ４路線計画決定 

（中央幹線、八幡徳倉線、八幡原線、川原ヶ谷八幡線） 

 

 昭和 37 年（1962） ▲都市計画道路計画決定（伏見柿田線）  

 昭和 38 年（1963） ■町制施行 清水町となる 12,379 人 

 昭和 39 年（1964） ■国道１号三島バイパス開通  

昭和 40 年代   

 昭和 40 年（1965） ■北幼稚園開園 14,324 人 

 昭和 42 年（1967） ■県立沼津商業高等学校 移転改築  

 昭和 45 年（1970） ■国道１号沼津バイパス開通（八幡～沼津市岡宮） 

■徳倉橋歩道橋完成 

２万人突破 

 昭和 47 年（1972） ▲市街化区域及び市街化調整区域の決定 

（市街化区域：540ha 市街化調整区域：344ha） 

■沼津卸商社センター完成 

 

 昭和 48 年（1973） ▲用途地域決定 

■横山トンネル開通 

 

 昭和 49 年（1974） ■新柿田橋（現橋梁）開通  

昭和 50 年代   

 昭和 50 年（1975） ■西小学校開校 25,693 人 

 昭和 53 年（1978） ■役場新庁舎完成  

 昭和 57 年（1982） ▲柿田川緑地都市計画決定  

 昭和 58 年（1983） ■町保健センター開館、本城山公園開園  

昭和 60 年代   

 昭和 60 年（1985） ●柿田川湧水群が「名水百選」に選定 

■図書館「かわせみ」開館 

26,803 人 

 昭和 61 年（1986） ■柿田川公園、総合運動公園開園 

●柿田川湧水群が「静岡の自然 100 選」に選定 

 

 昭和 62 年（1987） ▲清水町公共下水道（狩野川流域西部）の決定 

■伏見谷口地区土地区画整理事業 換地処分 

 

 昭和 63 年（1988） ▲都市計画道路計画決定（西間門新谷線、玉川卸団地線）  

  ＊出典：清水町史、国勢調査、住民基本台帳等 
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年 ▲：都市計画   ■：整備・開発等   ●：その他 人口規模＊ 

平成初期   

 平成２年（1990） ■国道１号バイパス八幡立体交差開通 27,755 人 

 平成３年（1991） ■町福祉センター、温水プール「わくわく」開館  

 平成７年（1995） ▲清水町公共下水道（狩野川左岸）の決定  

 平成８年（1996） ▲準防火地域の決定 

▲伏見・玉川国道 1 号北部地区計画（8.2ha） 

■香貫大橋開通 

3 万人突破 

平成 10 年代   

 平成 11 年（1999） ▲清水町都市計画マスタープラン策定  

 平成 12 年（2000） ■サントムーン柿田川 営業開始 30,870 人 

 平成 14 年（2002） ■本城山公園リニューアル  

 平成 15 年（2003） ▲東駿河湾広域都市計画 整備、開発及び保全の方針決定 

■下水道的場ポンプ場通水開始 

■町内循環バス運行開始 

 

 平成 17 年（2005） ▲東駿河湾広域都市計画道路の変更 31,961 人 

 平成 18 年（2006） ■清水町防災センター開館  

 平成 19 年（2007） ■清水町子育て総合支援センター開館  

平成 20 年代   

 平成 21 年（2009） ■清水町地域交流センター開館  

 平成 22 年（2010） ▲東駿河湾広域都市計画 整備、開発及び保全の方針決定 

■下水道徳倉ポンプ場通水開始 

32,302 人 

 平成 23 年（2011） ●柿田川が国の天然記念物に指定 

▲第４次清水町総合計画策定 

 

 平成 24 年（2012） ■県道原木沼津線バイパス開通  

 平成 25 年（2013） ▲第２次清水町都市計画マスタープラン策定  

 平成 26 年（2014） ■黄瀬川橋開通（架け替え工事）  

 平成 27 年（2015） ■西間門新谷線（町道３号線）久米田地先開通 32,118 人 

 平成 28 年（2016） ▲第４次総合計画後期基本計画を策定  

 平成 29 年（2017） ■清水町観光協会わくら柿田川開館  

～令和３年現在   

 平成 30 年（2018） ●伊豆半島ジオパークのジオサイトとして丸池、柿田川、本城山が指定  

 令和 2 年（2020） ■清水町図書館・保健センター複合施設（愛称：まほろば館）開館 32,106 人 

 令和 3 年（2021） ▲第５次清水町総合計画策定 

▲第２次清水町都市計画マスタープラン改定（本計画） 

▲清水町立地適正化計画策定 

 

  ＊出典：清水町史、国勢調査、住民基本台帳等 
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（１）都市計画・基盤整備 

 

 

 

 

■ 都市計画図（出典：清水町都市計画図 2009 年） 

  

○町域面積 881ha のうち、約６割にあたる 534ha を市街化区域（用途地域）に指定しています。 

○都市計画道路の整備及び検討が進み、交通利便性の改善が期待されます。 

○本町は、沼津市・三島市・長泉町と広域都市計画区域を構成しています。 
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■ 都市施設の整備状況（出典：都市計画区域都市計画基礎調査 2015年） 

  

・都市計画道路は、７路線（整備済み：１、整備中：４、未着手：２） 

＊総計画延長：11,110m のうち、約半数が改良済み 

＊未着手の(都)玉川卸団地線は、現在、整備に向け検討中 

＊(都)八幡徳倉線は見直し方針により廃止予定 

・都市計画緑地は、１箇所、柿田川緑地の約 13.9ha が都市計画決定され

そのうち 3.3ha が供用されている。都市計画公園はない。 
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■ 広域の都市計画図（出典：東駿河湾広域都市計画図 2019 年） 
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（２）人口・高齢化 

 

■ 清水町の人口動態 

①近年、徐々に人口減少が進行しており、2040 年には、2015 年の約８割まで減少すると推計されている。高齢化も

進行しており、2040 年には高齢化率が 35％超と推計され、３人に１人が 65 歳以上の高齢者となる見込みである。 

②地域別に人口推移をみると、最も人口が多い南部地域で減少が進む一方、北部・東部地域では人口が増加している。  

③都市計画の区分ごとの人口によると、町全体の約９割（約 2.8 万人）が市街化区域内に、また約７割（約 2.4 万人）

が住居系用途地域に居住している。 

④人口分布をみると、市街化区域内の広い範囲で、40 人/ha（人口が集中し、生活サービスの維持に必要な目安）を

超える人口が分布している。2020 年と 2040 年の人口分布を比較すると、それほど大きな変化は見られない。高齢

化の進行により、2040 年にはほとんどの地域で高齢化率 30％以上になる見込みである。 

 

① 人口・高齢化の動向（出典：国勢調査 2015 年及び国立社会保障 人口問題研究所資料 2018 年） 

 

② 地域別の人口変化率（出典：国勢調査 2015 年） ③ 都市計画の区分ごとの人口（出典：国勢調査 2015 年） 
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○本町の人口は、近年、徐々に減少しており、2040 年には 2015 年の約 8 割まで減少すると推計

されています（2015 年 約 3.2 万人が、2040 年 約 2.6 万人に）。 

○高齢化も進行しており、2040 年には高齢化率が 35％超（3 人に 1 人が 65 歳以上の高齢者）と

推計されています。 

○住宅地の人口密度は、生活利便施設が成り立つ目安とされる 40 人／ha を維持しています。 

2015 年の約 8 割 
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④ 100ｍメッシュでみる人口分布・高齢化率 （出典：国立社会保障 人口問題研究所資料 2018年） 

  

  
  

人口分布（2020 年） 人口分布（2040 年） 

高齢化率（2020 年） 高齢化率（2040 年） 
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■ 町内外の人口移動 

①本町の転入・転出数は年による変動があるものの、近年は社会減（転出が転入を上回る）となる年が多く、2019 年

の社会減（転出超過数）は 242 人となっている。 

②転入・転出先の動向として、2015 年時点では、隣接する沼津市、三島市との人口転入出が多く、これら２市との間

では転入超過となっている（沼津市及び三島市からの転入 1,953 人に対し、転出 1,650 人）。 

③西部、南部への転居者数は多いものの近年は減少傾向である。対して北部・東部は微増傾向にある。 

④南部地域では新築家屋数の減少傾向が顕著となっている。 

 

① 転入・転出数の推移（出典：総務省 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数） 

 

② 転入・転出先（出典：国勢調査 2015年） 

 

③ 地域別転居者数の推移（出典：清水町住民基本台帳） ④ 地域別新築家屋数の推移（出典：清水町） 
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■ 外国人人口の動向 

・静岡県内において、本町は外国人人口比率が高い自治体であり、県東部地域では最も高い。 

・本町の外国人人口は近年増加傾向にあり、周辺市町の中で沼津市、三島市に次いで多い。 

 

① 外国人人口比率 県内上位 10市町 

（出典：国勢調査 2015 年） 

② 外国人の住民基本台帳人口推移 

（出典：静岡県における外国人の住民基本台帳人口調査） 

市町村名 総人口 外国人人口 比率（％） 

菊川市 46,763 2,187 4.68 

湖西市 59,789 2,249 3.76 

磐田市 167,210 5,275 3.15 

吉田町 29,093 821 2.82 

袋井市 85,789 2,375 2.77 

清水町 32,118 852 2.65 

掛川市 114,602 2,828 2.47 

牧之原市 45,547 1,017 2.23 

浜松市 797,980 16,439 2.06 

御前崎市 32,578 665 2.04 
 

市町村名 2014 2015 2016 2017 2018 

沼津市 3,460 3,520 3,615 3,853 4,249 

三島市 1,129 1,157 1,196 1,272 1,348 

清水町 937 938 1,036 1,129 1,212 

裾野市 701 703 698 841 732 

伊豆の国市 420 430 463 535 602 

長泉町 325 335 346 354 391 

函南町 283 295 313 326 310 
 

 

■ 元気な高齢者 

・本町では、高齢化が徐々に進行しているものの、元気な高齢者が多い。 

…静岡県は、全国２位の健康寿命となっている。 

…静岡県内では、本町は高齢者のお達者度（65 歳から元気で自立して暮らせる期間）が高い順位となっている。 

 

① 健康寿命が高い都道府県 

（出典：厚生労働省、2010年・2013 年・2016年の平均値） 

② 本町のお達者度の推移 

（出典：静岡県調査） 

男性 女性 

順位 都道府県 歳 順位 都道府県 歳 

１ 山梨県 72.31 １ 山梨県 75.49 

２ 静岡県 72.15 ２ 静岡県 75.43 

３ 愛知県 72.15 ３ 愛知県 75.30 
 

調査年度 
男性 女性 

お達者度(年) 順位 お達者度(年) 順位 

2015 18.92 3 22.62 2 

2016 18.92 3 21.86 3 

2017 18.66 6 21.72 8 
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（３）土地利用 

 
 

■ 土地利用別面積割合（出典：都市計画基礎調査 2016 年） 

 

  

○平坦な地形、沼津・三島への近接性、国道１号の交通利便性等から住宅地としてのニーズが高く、

住宅用地を中心に都市的土地利用が町域の７割を占めています。 

農地

111ha(12.6%)

山林

90.3ha(10.2%)

水面

35.1ha(4.0%)

その他・自然地等

42.9ha(4.9%)

住宅用地

240.4ha(27.3%)

商業用地

76.9ha(8.7%)

工業用地

50.6ha(5.7%)

公共・公益施設用地

87.5ha(9.9%)

道路用地

106.9ha(12.1%)

その他の空地

39.4ha(4.5%)

自然的土地利用

279.3ha(31.7%)

都市的土地利用

601.7ha(68.3%)

計 881ha
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（４）清水町における住まい方 

 

■ 居住環境 

①世帯数は増加傾向にある。１世帯あたりの人員は約 2.5 人で県の数値と概ね同じである。 

②持家率は県内で下から２番目の水準となっている。 

③１住宅当たりの延床面積は、県内では下位グループだが、近隣市町と比べると最も大きい。 

④住宅地の公示価格は近隣市町と比較すると、長泉町に次いで２番目に高い。 

⑤住宅土地統計調査より、町の住宅ストックは約 14,000 戸である。そのうち 330 戸（約２％）が用途のない空家とな

っており、空家は極めて少ない。 

 

① 世帯数と世帯当たり人員数の推移（出典：国勢調査 2015年） 

  

② 持家率（出典：国勢調査 2015年）         ③ 1住宅当たりの延床面積（出典：住宅土地統計調査 2018年） 

    

④ 住宅地の公示価格（出典：地価公示価格 2019 年） ⑤ 住宅ストックと空家（出典：住宅土地統計調査 2018 年） 
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計 14,310 件 

○本町の住宅地の公示価格は近隣市町と比較すると長泉町に次いで高く、持家に対するハードルは高

いものの、世帯数は増加傾向にあります。 

○町の人口の４割弱が町外へ従業し、通勤・通学者の約６割が自動車利用となっています。 



 

２０ 

■ 町内外の移動・流出入 

①町の人口の４割弱が町外へ従業しており、近隣市町と比較すると函南町、裾野市に次いで割合が高い。 

②町の昼夜間人口比は 100％を若干下回る。周辺市町では沼津市と裾野市が 100％を上回る。 

③町の自宅外就業者・通学者の通勤・通学先の割合は、町内が４割、周辺市町が５割となっている。 

④町の通勤・通学の移動手段は自家用車が主となっている。また、周辺市町に比べ自転車利用の割合がやや高い。 

 

① 町外で従業する割合（出典：国勢調査 2015 年） 

 

 

② 昼夜間人口（出典：国勢調査 2015 年） 

 
夜間人口 昼間人口 昼夜間人口比 

2005 2015 2005 2015 2005 2015 

清水町 31,958 32,118 31,565 31,155 98.8 97.0 

沼津市 208,000 195,633 225,199 209,378 108.3 107.0 

三島市 112,173 110,046 108,048 106,724 96.3 97.0 

長泉町 38,716 42,331 38,274 40,532 98.9 95.8 

裾野市 53,061 52,737 54,927 55,947 103.5 106.1 

函南町 38,803 37,661 31,184 30,202 80.4 80.2 

伊豆の国市 49,734 48,152 47,583 45,844 95.7 95.2 

合計 532,445 518,678 536,780 519,782 100.8 100.2 
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２１ 

③ 清水町と周辺市町の通勤・通学状況（自宅外就業者・通学者）（出典：国勢調査 2015 年） 

常住地 
従業・通学地 

自市町 周辺市町 県内ほか 県外 不詳・外国 

清水町 40.0% 49.5% 6.4% 2.8% 1.3% 

沼津市 70.9% 16.0% 9.0% 2.8% 1.3% 

三島市 50.9% 34.7% 7.7% 5.6% 1.0% 

長泉町 40.7% 45.1% 8.1% 4.9% 1.2% 

裾野市 56.9% 24.3% 15.4% 2.7% 0.7% 

函南町 37.6% 48.9% 8.9% 4.2% 0.4% 

伊豆の国市 52.3% 32.8% 11.2% 2.7% 1.1% 

 

《町民の通勤先》 

 

《町民の通学先》 

 

 

④ 通勤・通学者（15 歳以上）の交通手段（出典：国勢調査 2010 年、上段は単位：人、下段は総数に占める割合） 

市町名 徒歩だけ 
鉄道・ 

電車 
乗合バス 

勤め先・ 

学校のバス 
自家用車 

ハイヤー・ 

タクシー 
オートバイ 自転車 その他 不詳 総数 

清水町 
1,359 

(8.5%) 

946 

(5.9%) 

787 

(4.9%) 

102 

(0.6%) 

10,083 

(62.7%) 

21 

（0.1%） 

821 

（5.1%） 

2,850 

(17.7%) 

241 

(1.5%) 

97 

(0.6%) 

16,082 

(100.0%) 

沼津市 
9,190 

(9.5%) 

9,301 

(9.6%) 

4,921 

(5.1%) 

723 

(0.7%) 

56,449 

(58.4%) 

180 

(0.2%) 

4,711 

(4.9%) 

16,352 

(16.9%) 

1,420 

(1.5%) 

1,000 

(1.0%) 

96,595 

(100.0%) 

三島市 
4,712 

(8.6%) 

7,976 

(14.5%) 

2,866 

(5.2%) 

756 

(1.4%) 

31,552 

(57.4%) 

94 

(0.2%) 

3,231 

(5.9%) 

7,746 

(14.1%) 

710 

(1.3%) 

725 

(1.3%) 

54,965 

(100.0%) 

長泉町 
2,349 

(11.2%) 

2,505 

(11.9%) 

423 

(2.0%) 

312 

(1.5%) 

12,271 

(58.5%) 

25 

(0.1%) 

1,207 

(5.8%) 

3,054 

(14.6%) 

212 

(1.0%) 

88 

(0.4%) 

20,980 

(100.0%) 

 

 

  

町内

32.1%

周辺市町

57.9%

県内ほか

7.5%

県外

2.4%

不詳・外国

0.2%

町内 周辺市町 県内ほか 県外 不詳・外国

町内

28.9%

周辺市町

49.8%

県内ほか

10.7%

県外

10.6%

不詳・外国

0.1%

町内 周辺市町 県内ほか 県外 不詳・外国



 

２２ 

（５）交通 

 

■ 路線バス 

①町内を走る路線バスは、サントムーン柿田川を発着駅とし町内を循環する路線、ＪＲ沼津駅とＪＲ三島駅間を走行

する路線、長泉町と本町を往来する路線等があり、定期路線が７路線、休日のみ東京と沼津を往復する高速バスが

１路線の全８路線となっている。 

②路線バスの利用圏域は、町全体を概ねカバーしている。また、ピーク時１時間に３本以上のバスが利用できるサー

ビスレベルの高いエリアも、市街化区域を概ねカバーしている。 

＊１時間に３本以上利用できるバスが、片側の車線のみの場合は非表示としている。 

＊バス利用率は低く、一部のバス路線に補助金を拠出している。 

 

① 町内を走行するバス路線 

（出典：清水町 HP等 ※2019年時点） 

② 町内を走行するバスの利用圏域（バス停から 300ｍ） 

（出典：各バス会社時刻表等 ※2019 年時点） 

  
 

  

○路線バスの利用圏域は、概ね町域全体をカバーしています。また、１時間に３本以上のバスが利用

できる利便性の高いエリアは、概ね市街化区域をカバーしています。 

○町を横断する国道１号の交通量は、町の人口を超える５万台／日以上となっています。 



 

２３ 

■ 自動車交通量 

①自動車交通は、町を横断する国道１号の交通量が最も多く５万台／日以上、次いで、沼津駅と三島駅とをつなぐ(都)

八幡原線・(都)川原ヶ谷八幡線や、国道１号から町南側につながる県道下土狩徳倉沼津港線等が１万～２万台／日と

なっている。 

②県の交通量推計によると、2035 年には全体的に交通量は減少すると見込まれている。現在整備中の(都)西間門新谷

線、及び整備検討中の(都)玉川卸団地線では、交通量が増加すると見込まれている。 

 

① 2015 年の自動車交通量 

（出典：東駿河湾都市圏交通体系調査報告書 2019 年） 

② 2035 年の自動車交通量予測 

（出典：東駿河湾都市圏交通体系調査報告書 2019 年） 

  

 

  



 

２４ 

（６）生活利便施設の分布と誘致圏 

 

■ 各種生活利便施設の分布状況と誘致圏（出典：清水町 HP、地域医療情報システム、iタウンページ等） 

①交通量の多い国道１号の沿道に大型商業施設が立地している。(都)西間門新谷線の沿道では、商業施設の進出傾向が

みられる。 

②町の南側にある小学校は南小学校のみで、南部の人口密度が高い地域に小中学校が立地していない。北部にも小中

学校は立地していない。狩野川沿いに小中学校が１校ずつと、市街化調整区域に小学校が立地している。 

③総合病院は町の西部に位置し、他地域には専門医院が比較的密集して立地している。 

④福祉施設は主に、国道１号、西間門新谷線等の主要道路の沿線に立地している。北部・中部・南部に密集し、概ね

人口密度の高い地域をカバーしている。 

 

   

○高い人口密度や自動車交通量に支えられ、町全体に多様な生活利便施設が数多く立地しています。 



 

２５ 

 ① 商業施設の分布と誘致圏 （出典：i タウンページ等）  

 

 ② 子育て・教育施設の分布と誘致圏 （出典：清水町㏋）  

 

 ③ 医療機関の分布と誘致圏 （出典：地域医療情報システム）  

 

 ④ 福祉施設の分布と誘致圏 （出典：地域医療情報システム）  

 

  



 

２６ 

（７）産業 

 

■ 産業全体の動向 

①町の総生産に占める割合は、製造業が３割超で、近隣市町と同じく高い割合を占める。また、周辺市町と比較して

卸売業・小売業の割合も高く、県東部地域の流通拠点である卸団地や国道１号等の自動車交通量に支えられている

大規模商業施設などの立地が要因と考えられる。 

②産業別生産額は、概ね横ばいで 1,200 億円前後。第３次産業の割合が全体の約６割を占め、次いで第２次産業が約

４割の傾向が続く。 

③産業別就業者数は、2005 年をピークに微減し、2015 年には約 1.5 万人となっている。第３次産業の全体に占める

割合が増加し、2015 年には全体の７割弱を占める。 

 

① 近隣市町と比較した経済活動別市町内総生産（出典：しずおかけんの地域経済計算 2015 年） 

 

② 産業別生産額割合 

（出典：しずおかけんの地域経済計算 2015 年） 

③ 産業別就業者数（出典：国勢調査 2015 年） 

  

  

0.1%

1.5%

0.4%

0.3%

0.2%

1.7%

0.9%

0.8%

33.2%

20.7%

25.4%

63.3%

47.5%

12.8%

36.2%

38.7%

4.0%

4.5%

4.8%

4.7%

4.0%

10.8%

6.2%

4.7%

15.4%

9.1%

6.4%

4.0%

9.3%

8.6%

5.5%

7.0%

2.2%

8.2%

3.3%

4.2%

1.5%

1.1%

2.7%

4.0%

11.1%

11.2%

13.6%

6.1%

8.3%

18.7%

12.4%

10.2%

6.2%

10.3%

11.1%

3.7%

6.3%

7.3%

5.2%

7.6%

26.5%

32.8%

33.6%

12.3%

21.6%

35.8%

29.8%

25.4%

1.2%

1.8%

1.4%

1.4%

1.2%

3.1%

1.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

清水町

沼津市

三島市

長泉町

裾野市

函南町

伊豆の国市

静岡県

農林水産業 製造業 建設業 卸売・小売業 金融・保険業 不動産業 運輸・通信業 サービス業 その他

(2,669億円)

(172,924億円)

(1,294億円)

(874億円)

(2,720億円)

(1,794億円)

(3,959億円)

(8,423億円)

1.8 1.0 0.9 0.9 0.9 

437 365 

582 

464 483 

764 

741 

783 

783 
811 

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

'07 '09 '11 '13 '15
第一次 第二次 第三次

計1,248

計1,107

(63.5%)

(0.1%)(0.1%)(0.1%)(0.1%)(0.1%)

(37.3%)(37.2%)

(42.6%)

(32.9%)(36.3%)

(62.7%)
(62.7%)

(57.3%)

(67.0%)

計1,203

計1,295

計1,366

(億円)

242 247 191 166 

6,073 5,772 5,201 4,952 

9,763 10,360 
10,562 10,452 

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

'00 '05 '10 '15

第一次 第二次 第三次
(人)

計16,078
計15,570

(60.7%)

(1.1%)(1.2%)(1.5%)(1.5%)

(37.8%) (35.2%)
(32.6%) (31.8%)

(67.1%)(66.2%)
(63.3%)

計16,379 計15,954

○町の産業は、製造業が３割を超えており、近隣市町と同じく高い割合を占めています。 

○また、周辺市町と比較して卸売業・小売業の割合も高く、県東部地域の流通拠点である卸団地や国

道１号などの自動車交通量に支えられている大規模商業施設などの立地が要因と考えられます。 



 

２７ 

■ 産業別の傾向 

①販売農家の総数と経営耕地面積は、ともに減少傾向である。田が最も多く約８割を占める。 

②工業の事業所数は減少傾向にある一方、製造品出荷額は概ね増加傾向となっている。 

③商業の商店数・従業者数・年間販売額は、すべて減少傾向である。 

④本町の観光交流客数は約 54 万人となっている。通過滞在型の観光地で、宿泊客は１割以下である。 

 

① （農業）販売農家数と経営耕地面積の推移 

（出典：農林センサス） 

② （工業）製造品出荷額と事業所数の推移 

（出典：工業統計） 

  

③ （商業）年間販売額と商店数の推移 

（出典：商業統計） 

④ （観光）清水町と周辺市町の観光交流人口 

（出典：静岡県観光交流の動向 2018 年） 
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２８ 

（８）財政 

 
 

■ 歳入の推移（出典：清水町公共施設等総合管理計画 2017年） 

 

■ 歳出の推移（出典：清水町公共施設等総合管理計画 2017年） 

 

■ 将来負担のコスト推計（出典：2017年清水町公共施設等総合管理計画） 

 

  

○今後、人口減少に伴う税収の減少や、高齢化の進行による社会保障費等の増加により、町の財政は

厳しくなることが想定されます。 

○今後の財政と公共施設の更新費用の推計では、現在所有する公共施設等を同規模、同水準で更新す

ることは困難と想定されています。 

・公共建築物とインフラ施設の整備・更新等に係る年間の支出は、直近５か年では約 11 億円だったが、施設の老朽化によ

り、今後 30 年間（2017～2046）では約 15.1 億円と見込まれ、現状と同水準での整備は困難と想定される。 

約 15.1 億円 

今後 30 年間の公共施設とインフラ施設の維持・更新費の平均（2017～2046） 



 

２９ 

（９）災害リスク 

 

■ 災害履歴（出典：静岡県地震防災センターホームページ等） 

【災害事例 地震】 

・1854 年 12 月 23 日（安政東海地震 M=8.4）県下全域に及ぼした大地震。当地では長沢・徳倉・木瀬川・柿田等

で震度６～７程度で、被害もかなり出た。 

・1923 年９月１日（関東地震 M=7.9）東京・横浜を潰滅させた大地震であった。当地で家屋全潰４戸（0.5％）を

出した。 

・1930 年 11 月 26 日（北伊豆地震 M=7.3）丹那断層を生じ、伊豆北部を中心に被害があった。当地では、死者６

人、負傷者 15 人、住家全潰 26 戸、半潰 34 戸等の被害を受けている。 

【災害事例 水害】 

・1958 年９月 26 日に伊豆半島に接近した狩野川台風は、静岡県伊豆地方と関東地方に甚大な被害をもたらした。

本町では人的被害はなかったものの、床上浸水 14 戸、床下浸水 7 戸が発生した。 

・1961 年７月 26 日、台風６号により、本町では床上浸水 43 戸、床下浸水 100 戸以上が発生した。的場地区が全

戸浸水したほか、下徳倉・上徳倉・戸田畑中なども局地的に浸水した。 

 

  

〇災害履歴をみると、地震による被害は少ない一方、水害は町の南部等で発生しています。 

〇静岡県第４次地震被害想定では、元禄型関東地震により、町全体で震度 5 以上の揺れと、町の南部

で液状化が想定されています。想定される被害は最悪のケースで以下のとおりとなっています。 

・死者数なし 

・建物全壊、焼失 100 棟（内訳は、揺れが約 70 棟、液状化が約 60 棟、山崖崩れ約 10 棟等） 

＊上記の死者数・建物全壊、焼失等は南海トラフ巨大地震の想定であり、また、要因は、四捨五入の関係で

一致していない。 

〇狩野川沿い、町の南部の市街地において、洪水による浸水リスクが懸念されています。 

〇的場地区や上徳倉地区では、５ｍ以上の浸水が想定される箇所があります。 
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■ 震度と液状化の想定図（出典：清水町ハザードマップ 2018 年） 
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■ 河川洪水の浸水リスク（出典：清水町ハザードマップ 2018 年） 
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（１０）広域の人口分布と機能配置 

 
 

■ 周辺市町の人口分布（出典：国勢調査及び国土数値情報 2015 年） 

   

〇本町は、広域都市圏の人口重心となっており、人口重心の５km 圏内に約 10.2 万人、10km 圏内

に約 47.5 万人が居住しています。国道１号や鉄道沿いなど、交通の利便性が高いエリアに人口の

集積が見られます。 

〇総合病院等の高度医療機関や大学等の高等教育機関、大型商業施設といった高次都市機能が近隣市

町に立地しており、町民のくらしの質を高めています。 
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■ 清水町周辺の広域における高次都市機能の分布と公共交通ネットワーク（出典：国土数値情報） 
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２．町民の意向 （出典：住民アンケート調査（2019 年及び 2020年実施））         

 

（１）まちづくり全般に係る町民意向 

・回答者の約８割が、本町はくらしやすいと評価している。また、地域による差はあるものの、自宅の周辺環境に快

適さを感じている割合はすべての地域で６割以上となっている。 

・また、本町への定住継続意向の割合も高い。理由としては、「生活に便利だから」という意見が最も多く全体の約

４割、次いで「地域に愛着があるから」と回答した方が約２割と町への愛着もうかがえる。 

 

《清水町のくらしやすさ》 《自宅の周辺環境の快適性》 

 
2020 年結果 回答者＝458 人 

 
2020 年結果 回答者＝456 人（無回答を除く） 

《清水町への定住意向》 《清水町に住みたいと思う理由》 

 
2019 年結果 回答者＝429 人 

 
2019 年結果 回答者＝311 人 

＊定住意向の質問に「住みたいと思う」と回答した回答者が対象 
  

くらしやすい, 

21.6%

まあくらしやすい, 

58.5%

どちらでもない, 

13.5%

ややくらしにくい, 5.5%

くらしにくい, 0.4% 無回答, 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南部

東部

西部

北部

感じる まあ感じる どちらでもない あまり感じない 感じない

住みたい, 

72.5%

どちらともいえ

ない(わからな

い), 23.5%

住みたいと思わない, 

4.0%
43.7%

22.5%

16.7%

7.4%

4.8%

1.3%

3.2%

0.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

生活に便利だから

地域に愛着があるから

自然環境が豊かだから

友人や相談相手がいるから

子育て・子どもの教育の環境がいいから

町の将来性が期待できるから

その他

無回答

〇清水町は概ねくらしやすいとの評価を得ており、定住継続意向も高くなっています。 

○都市機能別にみると、医療・福祉については機能が整っているという評価を得ており、今後も維持

していくことが求められます。また、教育や災害への備えについては、更なる機能の強化も求めら

れます。 

〇自家用車がなければ不便と感じる割合が高く、町の生活は自動車へ依存しているといえます。一

方、町民の意識として一定の時間、距離であれば徒歩や自転車での移動も可能であることがうかが

え、高齢者や子育て世代のくらしやすさの維持において、誰もが利用可能な公共交通の利便性の改

善と併せた、歩いてくらせる環境づくりが必要であると考えられます。 

80.1％ 
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（２）都市機能に係る町民意向 

・都市機能の分野別で見ると、医療・介護の分野において施設・サービスが整っていると回答した割合が高い。 

・一方で、教育や自然災害への備えについては、十分でないと感じている割合も一定数みられ、改善が求められる。 

 

《医療や介護の施設・サービスが整う》 《教育施設やサービスが充実している》 《自然災害への備えが十分である》 

 
2020 年結果 回答者＝458 人 

 
2020 年結果 回答者＝458 人 

 
2020 年結果 回答者＝458 人 

 

（３）移動に係る町民意向 

・自家用車を利用しないと不便だと感じている方が全体の約６割いる。 

・バス等の公共交通の利便性については回答者の約半数が不満に感じており、町内循環バスの利用率も低い。 

・徒歩移動について、年齢に関係なく、10 分程度（１km 程度）の移動は許容できると回答した割合が高い。自転車

については、年齢を重ねるにつれ利用率が低下するものの、すべての年齢層で利用者の半数以上が概ね町内全域にア

クセス可能な５～15 分（１km～３km 程度）の移動を許容できると回答している。 

 

《自家用車を利用しなくても困らない》 《公共交通の利便性への満足度》 《町内循環バスの利用頻度》 

 
2020 年結果 回答者＝458 人 

 
2019 年結果 回答者＝429 人 

 
2020 年結果 回答者＝458 人 

《自宅から目的地までの徒歩での許容時間（距離）》 《自宅から目的地までの自転車での許容時間（距離）》 

 
2020 年結果 回答者＝451 人（無回答を除く） 

 
2020 年結果 回答者＝450 人（無回答を除く） 

  

思う, 

15.1%

まあ思う, 

47.8%

どちらでもな

い, 27.7%

あまり思わな

い, 5.5%

思わない, 

1.3%
無回答, 2.6%

思う,

5.5%

まあ思う, 

32.1%

どちらでもない, 

40.4%

あまり思わない, 

17.2%

思わない, 

2.4%

無回答, 2.4%

思う, 3.3%

まあ思う, 

22.5%

どちらでもない, 48.7%

あまり思わない, 

17.9%

思わない, 

5.9%

無回答, 1.7%

思う, 7.9%

まあ思う, 

15.5%

どちらでもない, 

14.6%

あまり思わない, 

25.3%

思わない,

35.2%

無回答, 1.5% 満足, 3.3%

まあ満足, 

11.7%

ふつう, 35.0%
やや不満, 

32.4%

不満, 16.3%

無回答, 1.4%
日常的に利用, 1.5%

週に１回程度, 1.5%

月に１回程度, 3.5%

年に数回程

度, 17.9%

利用しない, 

68.8%

無回答, 6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

0～5分（自宅から0.5㎞程度） 5～10分（自宅から0.5～1㎞程度）

10～15分（自宅から1～1.5㎞程度） 15分以上（自宅から1.5㎞以上）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19歳以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

0～5分（自宅から1㎞程度、概ね住んでいる地域内）
5～15分（自宅から1～3㎞程度、概ね町内全域）
15分以上（自宅から3㎞以上）
自転車を利用しない

 

 

60.5％ 

 

 

48.7％ 

 

 

 

19.6％ 

 

 

23.8％ 
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３．清水町の特性                         

本町の現況と町民の意向を踏まえ、特性として着目すべき点を整理します。 

本町には、約５万台／日の交通量がある国道１号をはじめとした交通利便性や、沼津市や三島市と

隣接する恵まれた立地に支えられ、生活利便施設が充実したベッドタウンとして人口密度の高い住宅

地が形成されています。 

また、(都)西間門新谷線の整備や(都)玉川卸団地線等の整備検討が進み、更なる交通利便性の向上

が期待されています。 

しかし、全国的に人口減少・少子高齢化が本格化する中、本町でも人口減少・少子高齢化が進行し

ており、こうした状況が、生活に必要なサービス、コミュニティ、公共交通の維持等に影響すること

も懸念されます。 

このため、これからは人口の維持に向けた取組とともに、本町の特性を踏まえ、今ある「くらしや

すさ」を保ちながら、さらに高めるまちづくりを進めていく必要があります。 

 

■ 清水町の特性の整理 

《清水町の現況と課題》 

 

 

《清水町の特性》 

 ① 広域都市圏の人口重心で、高い人口密度を維持する一方、人口減少・少子高齢化は少しずつ進行している。   

 ② 町の人口を超える５万台／日以上の自動車交通が町を通過する一方、公共交通は路線維持に課題がある。   

 ③ 多様で数多くの都市機能が立地も、分散した配置となっている。                

 ④ 恵まれた立地で、住宅地を中心に都市的土地利用が進んでいる。                

 ⑤ 整備が進む都市計画道路沿道は、町のこれからを担う貴重なエリアとして適切に土地利用を誘導する必要がある。   

 ⑥ 町の南部の市街地では、洪水による浸水リスクが懸念される。                     

 

人口・高齢化 
清水町における 

住まい方 
交通 

都市計画 

基盤整備 
土地利用 

産業 災害リスク 
広域の人口分布

と機能配置 
生活利便施設 財政 
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